
                

８
月
１
日
か
ら
医
療
費
助
成
の
対
象
を
拡

大
し
ま
す
。 

小
学
校
入
学
か
ら
１８
歳
ま
で（
誕
生
日
以

後
の
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
）に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
保
護
者（
生
計
を
維
持
す
る
程
度

の
高
い
方
）の
市
民
税
所
得
割
額
が
５
万
円

以
下
の
方
が
対
象
で
し
た
が
、小
学
校
３
年

生
ま
で（
３
月
３１
日
ま
で
）は
所
得
制
限
な
く

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

申
請
方
法 

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
方
で
、

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
請
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、お
子
さ
ん
の
保
険
証
・
印

鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）を
持
っ
て
お
早
目
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
３
・
２
１
２
４ 

  

児
童
扶
養
手
当
・
遺
児
手
当（
県
・
市
）・
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
届
け
は
、８
月
か
ら
の
手
当
の
支
給

を
決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。 

現
在
、支
給
停
止
中
の
方
も
届
け
が
必
要

で
す
。ま
た
、児
童
扶
養
手
当
受
給
開
始
後
５

年
経
過
さ
れ
た
方（
対
象
者
に
は
通
知
し
て

あ
り
ま
す
。
）は
、「
一
部
支
給
停
止
適
用
除

外
事
由
届
出
書
」の
提
出
も
お
願
い
し
ま
す
。 

受
付
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
、１２
月
の
支
給

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

受
付
期
間 

・
児
童
扶
養
手
当
・
県
遺
児
手
当
・
市
遺
児
手

当
を
受
け
て
い
る
方 

　
８
月
１
日

〜
２９
日

 

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方 

　
８
月
１１
日

〜
９
月
１０
日

 

受
付
場
所
　 

児
童
課（
市
役
所
２
階
）ま
た

は
、市
役
所
４
階
中
会
議
室（
８
月
１
日

〜
２９
日

） 

問
合
　
児
童
課
児
童
・
保
育
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
２
３
・
２
２
２
４ 

   

「
防
災
の
日
」
は
、大
正
１２
年
に
関
東
大
震

災
の
起
き
た
日
で
す
。「
防
災
週
間
」は
、台
風
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に

つ
け
、備
え
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、個
人
や

家
庭
、事
業
所
に
よ
る
「
自
助
」
、町
内
会
や

自
主
防
災
会
な
ど
に
よ
る
「
共
助
」
の
取
り

組
み
が
重
要
で
す
。ま
ず
は「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
」「
近
く
の
人
同
士
お
互
い
助
け
合

う
」こ
と
が
必
要
で
す
。 

     

身
近
な
対
策
の
例 

・
建
物
の
耐
震
診
断
と
必
要
な
補
強
を
行
な

い
、家
具
等
の
向
き
の
工
夫
や
、固
定
を
し

ま
し
ょ
う
。 

・
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）を
活
用
す

る
な
ど
、家
族
の
安
否
の
確
認
方
法
を
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

・
家
庭
に
飲
食
料
な
ど
一
週
間
分
以
上
の
備

蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。 

・
簡
易
ト
イ
レ
、カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
、携
帯
電

話
の
電
池
式
充
電
器
な
ど
も
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

・
防
災
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

避
難
所
・
避
難
場
所 

①
避
難
所
・
避
難
場
所
は
８
小
学
校
を
先
行

し
て
開
設
し
ま
す
。 

②
自
主
的
に
避
難
さ
れ
る
場
合
は
、食
料
・
飲

料
水
・
防
寒
具
等
を
各
自
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。 

③
避
難
所
・
避
難
場
所
マ
ッ
プ
や
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
、い
つ
で
も
目
に
つ
く
場
所
に
保
管

し
、災
害
に
あ
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

※
避
難
所
一
覧
、非
常
持
ち
出
し
品
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
、家
具
転
倒
防
止
の
方
法
な
ど
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
安
全
・
安
心
・
ふ
れ
あ
い

バ
ス
↓
防
災
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
地
域
安
全
課
防
災
Ｇ
内
線
２
３
２
２ 

  

市
内
の
銀
行
、信
用
金
庫
、農
協
な
ど
の
す

べ
て
の
民
間
金
融
機
関
（
郵
便
局
な
ど
一
部

を
除
く
）で
は
、東
海
地
震
の
警
戒
宣
言
発
令

時
を
想
定
し
、９
月
１
日

に
、原
則
、午
前

１０
時
３０
分
か
ら
５
分
程
度
店
舗
の
主
要
シ
ャ

ッ
タ
ー
の
一
部
を
閉
鎖
す
る
な
ど
の
「
一
斉

防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。 

な
お
、詳
し
い
こ
と
は
、金
融
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
一
般
社
団
法
人
　
名
古
屋
銀
行
協
会 

　
　
　
1
０
５
２
ー

２
３
１
ー

７
８
５
１ 

  

市
で
は
、防
災
の
日
に
、防
災
訓
練
の
一
つ

と
し
て
愛
知
県
が
行
う
「
あ
い
ち
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
訓
練
」
に
連
携
し
て
、サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

日
時
　
９
月
１
日

　
正
午 

吹
鳴
場
所
　
市
消
防
本
部 

　
　
　
　
　
市
消
防
団（
各
分
団
車
庫
） 

吹
鳴
方
法
　
サ
イ
レ
ン
４５
秒 

問
合
　
地
域
安
全
課
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
２ 

   

「
尾
張
津
島
天
王
祭
」
打
ち
上
げ
花
火
 

へ
の
協
賛
寄
附
金
及
び
募
金
等
の
お
願
い
 

９
月
１
日

は
「
防
災
の
日
」
 

８
月
３０
日

〜
９
月
５
日

は
「
防
災
週
間
」
 

お
知
ら
せ 

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て
 

児
童
扶
養
手
当
等
、現
況
届
を
忘
れ
ず
に
 

民
間
金
融
機
関
「
一
斉
防
災
訓
練
」
 

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ
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選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、年
に
４
回
、選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
の
あ
る
方
を
調

査
し
、登
録
し
て
い
ま
す
。
今
回
９
月
２
日
に

新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、満
２０
歳
以
上
の

方（
平
成
６
年
９
月
２
日
以
前
の
出
生
者
）で
、

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
平
成
２６
年
６
月
１

日
以
前
に
転
入
届
を
さ
れ
た
方
）で
す
。 

今
回
の
登
録
に
関
し
、次
の
と
お
り
選
挙

人
名
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

縦
覧
期
間 

９
月
３
日

〜
７
日

午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時 

問
合
　
選
挙
管
理
委
員
会（
市
役
所
３
階
総

務
課
庶
務
Ｇ
）内
線
２
３
５
１ 

   

総
務
省
統
計
局
は
、平
成
２６
年
９
月
か
ら

１１
月
ま
で
の
３
カ
月
間
に
わ
た
り
、平
成
２６

年
全
国
消
費
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、統
計
的
な
方
法
に
基
づ
い
て

選
定
さ
れ
た
世
帯
に
お
い
て
、主
に
家
計
簿

を
つ
け
て
い
た
だ
く
調
査
で
す
。
家
計
の
実

態
を
、所
得
、消
費
、資
産
の
３
つ
の
側
面
か

ら
総
合
的
に
把
握
す
る
も
の
で
、結
果
は
、国

や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
各
種
経
済
・
社
会

政
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。 

調
査
員
が
、調
査
対
象
と
な
っ
た
お
宅
に
伺

い
、調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
回
答
方
法
は
、調
査
員
へ
直

接
調
査
票
を
提
出
す
る
方
法
の
ほ
か
、オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
回
答
が
可
能
で
す
。 

な
お
、記
入
内
容
は
、統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
２ 

      

個
人
事
業
税
は
、個
人
で
事
業
を
営
む
方

に
か
か
る
税
金
で
す
。
８
月
中
旬
に
県
か
ら

納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、最
寄

り
の
銀
行
、農
協
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
代
理
店
の
郵
便
局
を
含
み
ま
す
。
）な
ど

の
金
融
機
関
も
し
く
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア（
納
付
金
額
が
３０
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
）ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
い
。

　h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/ze
im
u
/ 

問
合
　
西
尾
張
県
税
事
務
所 

　
　
　
1
０
５
８
６
ー

４５
ー

３
１
６
９ 

   

農
業
委
員
会
の
新
委
員
が
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）　
各
委
員
の
任
期

は
、平
成
２６
年
７
月
２０
日
か
ら
平
成
２９
年
７

月
１９
日
ま
で
で
す
。 

公
選
に
よ
る
委
員 

　
加
藤
　
昭（
河
原
町
） 

　
水
谷

春（
立
込
町
） 

　
椙
村
俊
幸（
牛
田
町
） 

　
伊
藤
二
三
男（
神
守
町
） 

　
市
野
一
雄（
鹿
伏
兎
町
） 

　
宇
佐
美
幸
正（
唐
臼
町
） 

　
横
井
長
明（
愛
宕
町
） 

　
浅
野
　
健（
百
島
町
） 

　
加
藤
雄
二（
青
塚
町
） 

　
杉
山
容
章（
中
一
色
町
） 

　
宇
藤
久
子（
莪
原
町
） 

　
沖
　
英
男（
宇
治
町
） 

　
猪
飼
一
範（
高
台
寺
町
） 

　
杉
浦
昌
子（
新
開
町
） 

　
黒
田
　
基（
下
新
田
町
） 

山
　
清（
百
町
） 

　
石
原
慶
一（
大
木
町
） 

農
業
協
同
組
合
、農
業
共
済
組
合
及
び
土
地

改
良
区
推
薦
委
員 

　
山
田
基
司（
唐
臼
町
） 

　
松
永
和
昭（
蛭
間
町
） 

　
平
野
利
彰（
中
地
町
） 

市
議
会
推
薦
委
員 

　
垣
見
信
夫（
新
開
町
） 

　
日
比
野
郁
郎（
新
開
町
） 

　
石
原
俊
子（
大
木
町
） 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

下
水
道
工
事
の
お
知
ら
せ
 

平
成
２６
年
全
国
消
費
実
態
調
査
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納
期
限
 

は
９
月
１
日

で
す
 

新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
が
 

決
ま
り
ま
し
た
 

  

柳
原
町
地
内
外
の
箇
所
に
お
い
て
下
水

管
渠
新
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
一

部
の
箇
所
に
お
い
て
、工
事
に
伴
う
上
水
道

及
び
ガ
ス
管
の
移
転
工
事
も
同
時
に
実
施

し
ま
す
。 

工
事
期
間
中
は
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、

道
路
の
片
側
交
互
通
行
等
の
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。
な
お
、規
制
期
間
に
つ
い
て
は
、現

地
案
内
看
板
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

工
事
箇
所
　
柳
原
町
地
内(

図
１)

、唐
臼
町

地
内(

図
２) 

工
事
期
間
　
平
成
２７
年
３
月
１３
日

ま
で 

問
合
　
下
水
道
課
下
水
道
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
４
２
６
・
２
４
２
８ 
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、２
年
ご

と
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
保
険

証
の
有
効
期
限
は
８
月
３１
日
で
す
。
新
し
い

保
険
証
は
簡
易
書
留
郵
便
で
今
月
中
に
届
く

よ
う
に
発
送
し
ま
す
。（
た
だ
し
、短
期
証
の

方
は
保
険
年
金
課
の
窓
口
で
交
付
と
な
り
ま

す
。
） 保

険
証
が
届
い
た
ら
、住
所
・
氏
名
な
ど
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
事
項
に
変
更
が
あ

れ
ば
早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

高
額
療
養
費
に
つ
い
て 

高
額
療
養
費
は
、同
じ
月
内
に
、医
療
機
関

に
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
の
う
ち
、自
己
負

担
限
度
額（
表
参
照
）を
超
え
た
額
が
払
い
戻

し
さ
れ
る
制
度
で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、個

別
に
通
知
し
ま
す
。
通
知
を
受
け
取
ら
れ
た

方
は
、窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

持
ち
物
　
保
険
証
、印
鑑
、領
収
証
、世
帯
主

の
口
座
が
分
か
る
も
の 

限
度
額
適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て 

７０
歳
未
満
の
方
ま
た
は
７０
歳
以
上
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
が
、高
額
な
診
療
を
受

け
た
場
合
に
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提

示
す
れ
ば
、同
じ
医
療
機
関
で
の
医
療
費（
食

事
代
、特
別
室
代
な
ど
を
除
く
）の
支
払
い
が
、

自
己
負
担
限
度
額（
表
参
照
）ま
で
と
な
り
ま

す
。 ま

た
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
入

院
中
の
食
事
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。（
表
参
照
） 

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、事
前
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
世
帯
の
方
は
、ご
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

持
ち
物
　
保
険
証
、印
鑑 

窓
口
一
部
負
担
金
減
免
制
度
に
つ
い
て 

失
業
等
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、

資
産
や
融
資
の
活
用
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、一
時
的
に
医
療
機
関
な
ど
へ
の
一
部
負

担
金（
医
療
費
）の
支
払
い
が
困
難
な
と
き
に
、

減
免（
減
額
、免
除
及
び
支
払
猶
予
）す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。 

申
請
に
は
、収
入
や
資
産
に
関
す
る
証
明

書
や
申
告
書
類
の
他
、医
師
の
意
見
書
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
。 

申
請
期
限
　
減
免
の
対
象
と
な
る
事
由
の
発

生
し
た
日
か
ら
６
カ
月
以
内 

適
用
期
間
　
申
請
日
か
ら
６
カ
月
を
経
過
し

た
月
の
末
日
ま
で 

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て 

加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
、出
産
育
児
一

時
金
と
し
て
出
生
児
１
人
に
つ
き
４２
万
円（
産

科
医
療
補
償
制
度
未
加
入
の
医
療
機
関
で
出

産
し
た
場
合
は
３９
万
円
）を
支
給
し
ま
す
。 

※
妊
娠
１２
週（
８５
日
）以
上
で
あ
れ
ば
、死
産

や
流
産
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。 

出
産
育
児
一
時
金
直
接
支
払
制
度
と
は 

出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
上
限
と
し
て
、

市
国
保
か
ら
医
療
機
関
へ
直
接
出
産
費
用
を

支
払
う
制
度
で
す
。
出
産
費
用
が
支
給
額
を

超
え
た
場
合
の
み
、そ
の
差
額
を
医
療
機
関

の
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

出
産
費
用
が
、出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

範
囲
内
の
場
合
は
、後
日
、市
に
差
額
分
の
請

求
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

出
産
を
予
定
し
て
い
る
医
療
機
関
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て 

窓
口
一
部
負
担
金
減
免
制
度
に
つ
い
て 

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て 

出
産
育
児
一
時
金
直
接
支
払
制
度
と
は 

限
度
額
適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額 

認
定
証
に
つ
い
て 

高
額
療
養
費
に
つ
い
て 

７０歳未満の国民健康保険加入者の高額療養費自己負担限度額と入院時の食事標準負担額 

注　医療機関ごとの窓口負担額（院外処方による調剤薬局分を含む）が２１,０００円を超えると高額療養費の自己負担限度額に合算できます。 
　　ただし、同じ医療機関でも外来、入院、歯科は別計算になります。 

１５０,０００円＋（実際の医療費－５００,０００円）×１％  
（過去１２カ月以内で４回目以降は８３，４００円）  

入院時の食事標準負担額（１食当たり） 

上位所得者（基礎控除後
所得の合計が６００万円超
の世帯及び未申告世帯） 

８０,１００円＋（実際の医療費－２６７,０００円）×１％    
（過去１２カ月以内で４回目以降は４４,４００円） 

３５,４００円    
（過去１２カ月以内で４回目以降は２４,６００円）   

 
住 民 税 非 課 税 世 帯  

２１０円（過去１２カ月の入
院日数が９０日を超える
場合、１６０円） 

２１０円（過去１２カ月の入院日
数が９０日を超える場合、１６０円） 

７０歳以上の国民健康保険加入者の高額療養費自己負担限度額と入院時の食事標準負担額 

※一定以上所得のある方及び一般の方は、保険証と国民健康保険高齢受給者証で同じ医療機関での窓口負担額が自己負担限度額までとなります。 

個人単位 
（外来のみ） 

８０,１００円＋（実際の医療費－２６７,０００円）×１％ 
（過去１２カ月以内で４回目以降は４４,４００円） 

入院時の食事標準負担額 
（１食当たり） 

一定以上所得者(住民税課税
所得が１４５万円以上など）※ 

所得区分 自己負担限度額（診療月単位） 

２６０円 

２６０円 
 

一　　般 

所得区分 
自己負担限度額（診療月単位） 

世帯単位 
（外来＋入院） 

４４,４００円 ２６０円 

１２,０００円 ２６０円 一　　般 

８,０００円 低 所 得 Ⅱ 

４４,４００円 

２４,６００円 

１５,０００円 ８,０００円 １００円 
低所得Ⅰ（年金収入
が８０万円以下など） 

住民税 
非課税 
世帯 

※ 
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地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、国
民

健
康
保
険
税
賦
課
限
度
額
が
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
し
た
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
Ｇ 

　
　
内
線
２
１
２
５
〜
２
１
２
９ 

                    

介
護
保
険
料
は
前
年
の
所
得
を
基
に
算
定

し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、平
成
２６
年
度
の
保
険
料
額
が

確
定
し
た
た
め
、該
当
の
方
に
８
月
１
日
付

け
で「
納
入
通
知
書（
保
険
料
額
決
定
通
知
書
）」

を
お
送
り
し
ま
す
。 

納
付
方
法
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

年
間
を
通
し
て
普
通
徴
収
の
方 

８
月
か
ら
、今
回
確
定
し
た
保
険
料
で
の

納
付
が
始
ま
り
ま
す
。 

対
象 

・
年
金
額
が
年
額
１８
万
円
未
満
の
方
や
受
給

年
金
が
老
齢
福
祉
年
金
の
方 

・
年
度
途
中(

平
成
２６
年
４
月
２
日
以
降)

に

６５
歳
に
な
ら
れ
た
方
や
転
入
さ
れ
た
方 

 

年
間
を
通
し
て
特
別
徴
収
の
方 

１０
月
か
ら
、今
回
確
定
し
た
保
険
料
で
の

年
金
天
引
き
が
始
ま
り
ま
す
。 

対
象
　
既
に
年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方 

 
現
在
普
通
徴
収
で
、　
　
　
　 

８
月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
る
方 

８
月
は
仮
の
保
険
料
で
、１０
月
か
ら
は
今

回
確
定
し
た
保
険
料
で
の
年
金
天
引
き
が
始

ま
り
ま
す
。 

対
象
　
平
成
２５
年
１２
月
２
日
か
ら
平
成
２６
年

２
月
１
日
ま
で
に
６５
歳
に
な
ら
れ
た
方
、ま

た
は
、同
期
間
に
転
入
し
資
格
を
取
得
さ

れ
た
方
で
、年
額
１８
万
円
以
上
の
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方 

 

現
在
普
通
徴
収
で
、　
　
　
　 

1
0

月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
る
方 

８
月
・
９
月
は
今
回
確
定
し
た
保
険
料
を

普
通
徴
収
で
納
付
、１０
月
か
ら
は
年
金
天
引

き
が
始
ま
り
ま
す
。 

対
象
　
平
成
２６
年
４
月
１
日
現
在
で
、年
金

受
給
額
が
年
額
１８
万
円
以
上
の
６５
歳
以
上

の
方
で
、８
月
ま
で
に
年
金
天
引
き
が
始

ま
っ
て
い
な
い
方 

 

普
通
徴
収
…
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

で
の
納
付
方
法 

特
別
徴
収
…
年
金
天
引
き
に
よ
る
納
付

方
法 

※
天
引
き
対
象
年
金
は
、老
齢（
退
職
）年

金
、遺
族
年
金
、障
害
年
金
で
す
。 
 

口
座
振
替
の
ご
利
用
を 

普
通
徴
収
の
方
は
、口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
る
と
便
利
で
す
。 

持
ち
物
　 

・
市
指
定
金
融
機
関
で
手
続
き
す
る
場
合 

　
介
護
保
険
料
の
納
付
書
、通
帳
、通
帳
印 

・
市
役
所
で
手
続
き
す
る
場
合 

　
介
護
保
険
料
の
納
付
書
、通
帳
、通
帳
印
、

ま
た
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド 

※
市
役
所
高
齢
介
護
課
窓
口
で
は
、キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
だ
け
で
、口
座
振
替
が
簡
単
に
登

録
で
き
る
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
と･･･ 

介
護
保
険
料
は
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
な
費
用
を
ま
か
な
う
重
要
な
財
源
で
す
。

介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
、制
約
を
受
け
た
り
、

利
用
者
負
担
が
重
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

◆
保
険
料
を
１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合 

市
は
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
介
護
保

険
施
設
等
へ
の
代
理
受
領
（
事
業
者
や
施
設

が
９
割
分
を
立
て
替
え
る
こ
と
）に
よ
る
保

険
給
付
の
支
払
い
を
行
わ
ず
、償
還
払
い（
利

用
料
全
額
を
本
人
が
支
払
い
、後
か
ら
９
割

分
を
返
還
す
る
こ
と
）に
支
払
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。 

◆
保
険
料
を
１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
し
た
場

合 償
還
払
い
の
保
険
給
付
の
支
払
い
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
一
時
差
し
止
め
ま
す
。
そ
れ

で
も
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、差

し
止
め
ら
れ
て
い
る
保
険
給
付
額
か
ら
滞
納

保
険
料
を
控
除
し
ま
す
。 

◆
保
険
料
を
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合 

滞
納
期
間
に
応
じ
て
、給
付
割
合
が
９
割

か
ら
７
割
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
、

利
用
者
の
負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、１
カ
月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担

額
が
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
場
合
に
超
過

分
が
払
い
戻
さ
れ
る
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。 

 

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

問
合
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
１
〜
２
１
４
３ 

 

平
成
２６
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課 

限
度
額
の
変
更
に
つ
い
て 

現
在
普
通
徴
収
で
、 

８
月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
る
方 

現
在
普
通
徴
収
で
、 

１０
月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
る
方 

５１万円 

１６万円 

１４万円 

８１万円 

５１万円 

１４万円 

１２万円 

７７万円 

医 療 分  

後期高齢者支援金分  

介 護 分  

合 計  

介
護
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
 

年
間
を
通
し
て
普
通
徴
収
の
方 

年
間
を
通
し
て
特
別
徴
収
の
方 

口
座
振
替
の
ご
利
用
を 

介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
と･･･ 

改正後 改正前 

７ 「市政のひろば」つしま2014.8
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